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議会だより

遠賀川保育園秋の運動会
10 月３日

　秋晴れのもと、コロナ禍での運動会が行
われました。年少組（３才児）による、み
つばちダンスを踊り終わった姿です。
　元気いっぱい楽しく踊りました。

9 月定例会

令和元年度決算
効率的な財政運営を！   ・・・２

決算特別委員会審査報告 ・・・４
７月、８月臨時会　　　  　　  ・・・７
常任・議会運営委員長、副委員長研修など・・・８
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　９月定例会は、９月２日から18日まで17

日間開催されました。

　議案は、令和元年度一般会計と７つの特別

会計等の決算、条例の制定、条例の改正、令

和２年度一般会計と特別会計の補正予算な

ど、21件が上程され、慎重審議を行いました。

定例会９月

コロナ禍の長期化を見据え、効率的な 財政運営を！ 
監査委員要望事項
　本年度の普通会計の決算状況をみると、
実質単年度収支は６７６８万円の赤字で
あり、実質収支比率は4.6％となってい
る。経常収支比率は 92.7％と前年度比
0.9 ポイント低下、実質公債費比率は
7.0％となっている。決算額の歳入は前
年度比 1.2％減、歳出は前年度比 2.7％
減となっており、決算規模は平成30年
度に引き続き縮小している。
　このような中、現在、世界的に猛威を
振るっている新型コロナウィルス感染症
の影響による経済活動の停滞により、町
税等の自主財源及び地方交付税をはじめ
とする依存財源の減収が今後見込まれ、
さらに厳しい財政状況となることが予想
される。今後はこれらの状況も踏まえた
上で、町税や分担金及び負担金等の自主
財源の更なる収納率向上に努めていただ
くよう要望するものである。

町税の税目別収入状況

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

（万円未満四捨五入）

歳入総額
７3億1774万円

固定資産税
9 億 5899 万円

たばこ税
1 億 3212 万円

軽自動車税
5833 万円

町民税
9 億 2436 万円

令和元年度   20 億 7380 万円

依存財源　57.5％
（内訳）

国・県支出金　 23.1％　 地方交付税　 21.1％
町債（借入金）　　 6.7％　 地方消費税交付金　　4.4％
そ の 他　　2.2％

自主財源　42.5％
（内訳）
町　　税　 28.3％　 繰 入 金　　4.8％
分担金・負担金　　4.3％　 繰 越 金　　2.1％
諸 収 入　　1.8％　 そ の 他　　1.2％

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ７３億１７７４万円 ７０億５１５０万円 ２億６６２４万円

下水道事業会計
（収益的）５億９３２６万円 ５億７９３７万円 １３８９万円
（資本的）３億１１０６万円 ４億４３９８万円 ▲１億３２９２万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２１億２２１０万円 ２１億１５６３万円 ６４７万円
住宅新築資金等貸付事業 ９２４万円 ８９５万円 ２９万円
遠賀霊園事業 １億３２９４万円 １億２５３７万円 ７５７万円
地域下水道事業 ２２８万円 ２２８万円 ０万円
土地取得 ３０７万円 ３０１万円 ６万円
後期高齢者医療 ３億５０３０万円 ３億４８７６万円 １５４万円

 令和元年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

差引残額歳　出歳　入会　計　名

コロナ禍の長期化を見据え、効率的な 財政運営を！ 
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コロナ禍の長期化を見据え、効率的な

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページ（http://www.town.onga.lg.jp/）を
　ご覧ください。

民生費

２７億７３１２万円

総務費

７億６９０３万円

土木費
　　

１０億５６４万円

教育費

８億６３５１万円

公債費
（借入金の返済）

５億４４０８万円

衛生費

４億７２７１万円

消防費

２億９４５８万円

その他

　

３億２８８３万円

一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

（内訳）
農林水産業費　１億７５８１万円
議　 会 　費　　　９７４４万円
商 　工 　費　　　５４２２万円
災 害 復 旧 費　　　　１３６万円

歳出総額
７0億 5150 万円

民生費
39.3％

総務費
10.9％

土木費
14.3％

教育費
12.2％

消防費
4.2％

その他
4.7％

衛生費
6.7％

公債費
（借入金の返済）
7.7％

　令和元年度 決算認定
普通建設事業費の減額で、決算規模は３年連続減少

（一般会計・後期高齢者医療特別会計　　　

　　　　　　　　　　　　　　賛成多数認定）

（その他すべて　　　　　　　 全員一致認定）

●遠賀南中学校トイレ改修工事等　９３４３万円

トイレ床のドライ化や和式便器の洋式化、多目的ト
イレの設置等トイレの全面改修工事を行い、生徒が
使いやすいトイレに改修することができました。

●老良・上別府線改良事業　９７５６万円

老良・上別府線（２工区）の吉原川に架設する橋梁
上部工と曲

かねのて

手排水機場内外の光ケーブル移設工事等
を行いました。

コロナ禍の長期化を見据え、効率的な
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た
い
。

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に

必
要
な
、
保
育
士
確
保
の
新

た
な
取
り
組
み
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

武
道
場
の
老
朽
化
に
対
す

る
安
全
対
策
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

遠
賀
霊
園
事
業
特
別
会
計

に
お
い
て
、
遠
賀
霊
園
に
永

代
供
養
墓
や
合
葬
墓
な
ど
を

取
り
入
れ
る
検
討
を
早
急
に

進
め
ら
れ
た
い
。

　

各
選
挙
に
対
し
若
者
の
投

票
率
の
向
上
や
投
票
し
や
す

い
投
票
所
設
置
な
ど
の
投
票

率
向
上
の
取
り
組
み
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

住
居
表
示
未
実
施
地
区
に

対
し
、
実
施
に
向
け
た
積
極

的
な
取
り
組
み
に
努
め
ら
れ

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
町
税

の
徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」「
補
助
金
を
予
算

ど
お
り
確
保
で
き
て
い
る
か
」

「
そ
の
他
収
入
確
保
の
努
力

が
十
分
で
あ
っ
た
か
」
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事
業
効

果
が
上
が
っ
た
か
」
に
着
目

し
、
具
体
的
に
は
「
支
出
が

適
法
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

か
」「
不
用
額
は
妥
当
で
あ
る

か
」「
予
算
の
流
用
や
予
備
費

の
充
当
は
適
正
か
」「
補
助
金

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
記
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
、
全
議
案
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執

行
部
で
検
討
さ
れ
、
令
和
3

年
３
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
す
。

　

防
災
士
資
格
を
町
の
補
助

金
で
取
得
し
た
方
の
、
活
動

状
況
の
把
握
に
努
め
ら
れ
た

い
。

資
源
ご
み
回
収
は
、

低
価
格
に
よ
り
回
収
業
者
が

減
っ
て
い
る
。
補
助
の
実
態

と
今
後
の
対
策
は
。

本
町
が
依
頼
し
て
い

る
業
者
に
は
、
価
格
が
以
前

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
収

集
を
要
請
し
て
い
る
。「
価
格

は
下
が
る
が
努
力
し
た
い
」

と
回
答
を
得
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

今
年
度
は
人
口
比
30

％
の
目
標
に
対
し
、
現
在
、

３
４
８
４
枚
で
18
・
５
％
で

あ
る
。
マ
（
注
）

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

老朽化し、使用されていない武道場

町婦人会が行っている資源ゴミ回収

普及が望まれるマイナンバーカード

老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散

老
人
ク
ラ
ブ
が
事
業

と
し
て
や
っ
て
い
る
健
康
づ

く
り
や
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
に

楽
し
み
が
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
て
頂
け
れ
ば
、
解

散
を
防
止
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

舛
添　

博
孝

萩
本　

悦
子

濵
田　

竜
一

委
員
長

副
委
員
長

平
見　

光
司

織
田　

隆
徳

中
野　

嘉
徳

お
か
げ
で
申
請
が
増
え
て
い

る
。

（
注
）
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使

っ
て
買
い
物
や
チ
ャ
ー
ジ
の
度

に
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ

と
。
こ
れ
を
得
る
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ

と
が
条
件
に
な
る
。

令和元年度一般会計と７つの特
別会計等の歳入歳出決算につい
て、各担当課から主要施策の事
業実績を中心に概要聴取を行い、
予算がどのように事務事業に反
映されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

9月9日〜11日

令和元年度令和元年度
委
員
長
報
告

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

  来年までに検討を！

6 項 目 の 指 摘
決算特別委員会から

町執行部へ

指
摘
１

指
摘
２

指
摘
４

指
摘
５

指
摘
６

指
摘
３

議 

員

議 

員

議 

員

課  

長
課  

長

課  

長

こ
ん
な
質
疑
も

あ
り
ま
し
た

ド
の
取
得
目
標
は
。
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
７
・
８
回
目
の
補
正
予
算
は
、
１
億
３
５
７
４
万
円
を

増
額
し
、
予
算
規
模
は
１
０
４
億
３
０
７
５
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
主
な
も
の
】

学
童
保
育
事
業
費

　
　
　
　
　
　

４
２
１
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
保
育
所
に

マ
ス
ク
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

等
の
設
備
を
委
託
し
、
保
育

所
23
カ
所
の
水
道
を
自
動
水

栓
化
、
お
よ
び
空
気
清
浄
器

を
購
入
す
る
も
の
。

地
域
活
性
化
商
品
券
補
助
金

　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
の
商

品
券
の
第
２
弾
を
発
行
す
る

も
の
。

備
品
購
入
費

　
　
　
　
　

２
９
４
６
万
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
Ｉ

自
主
活
動
で
あ
る
政

政
治
学
級
自
体
、
活

動
方
針
は
き
ち
ん
と
し
て
い

る
。
公
募
の
必
要
性
が
あ
る

の
か
、
現
状
は
ど
う
か
、
投

げ
か
け
な
が
ら
活
発
に
し
て

い
き
た
い
。

治
学
級
は
公
募
し
て
い
な
い

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
た

め
、
指
導
者
用
端
末
及
び
小

学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校
全

て
の
ク
ラ
ス
に
電
子
黒
板
を

整
備
す
る
も
の
。

工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　

４
２
２
万
円

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
避
難

所
の
換
気
施
設
（
網
戸
設
置
）

及
び
、
公
共
的
施
設
の
水
栓

を
自
動
化
に
す
る
も
の
。

感
染
症
対
策
・
学
習
保
障
等

支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

　

学
校
再
開
に
伴
う
感
染
症

対
策
・
学
習
保
障
等
に
係
る

各
小
・
中
学
校
の
判
断
に
よ

り
必
要
と
思
わ
れ
る
物
品
等

を
購
入
す
る
た
め
の
も
の
。

教
育
委
員
会
委
員

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

平
田　

多
賀
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
東
和
苑
）

●
任
期　

　

令
和
２
年
11
月
11
日
か
ら

　

令
和
６
年
11
月
10
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員

（
全
員
一
致
適
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

筋
田　

初
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
上
別
府
）

●
任
期　

　

令
和
3
年
１
月
１
日
か
ら

　

令
和
5
年
12
月
31
日
ま
で

ひ
と
り
親
世
帯
の
医

療
費
は
高
校
ま
で
無
料
だ
。

そ
れ
以
外
の
医
療
も
高
校
生

ま
で
自
己
負
担
な
し
に
で
き

な
い
か
。子

ど
も
医
療
は
中
学

ま
で
無
料
だ
。
現
在
、
子
ど

も
医
療
で
拡
大
す
る
予
定
は

な
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ
を
３

認
知
症
に
特
化
し
た

カ
フ
ェ
の
内
容
は
不
十
分
だ

っ
た
。
今
後
、
カ
フ
ェ
の
目

的
、
内
容
を
共
有
し
て
役
割

分
担
も
し
っ
か
り
し
て
取
り

組
み
た
い
。
効
果
と
し
て
は
、

制
度
が
周
知
で
き
た
こ
と
で

あ
り
、
48
人
が
参
加
し
た
の

で
広
げ
て
い
き
た
い
。

予
防
接
種
料

　
　
　
　
　

１
４
４
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

同
時
に
ま
ん
延
す
る
と
受
診

者
の
増
加
が
み
こ
ま
れ
医
療

業
務
が
圧
迫
さ
れ
る
事
か
ら
、

優
先
度
の
高
い
高
齢
者
や
、

子
ど
も
、
妊
婦
、
医
療
従
事

者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
を
補
助
す
る
も

の
。

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
操
作
資
格

取
得
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
よ
る
農
業
の
省

力
化
の
た
め
、
農
業
用
ド
ロ

ー
ン
操
作
資
格
取
得
費
30
万

円
の
１
／
２
（
上
限
15
万
円
）

を
補
助
す
る
も
の
。

電
話
環
境
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

95
万
円

　

災
害
時
の
分
散
勤
務
対
策

と
し
て
、
防
災
セ
ン
タ
ー
内

に
直
通
電
話
を
整
備
す
る
も

の
。

運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し

て
い
る
が
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
無
料
配
布
は
バ
ス
乗
車
へ

の
道
筋
を
つ
け
る
た
め
だ
。

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
今
後

の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
の
時
間
が
減
っ
た

理
由
は
。令

和
元
年
度
か
ら
英

語
授
業
が
実
施
さ
れ
、
臨
時

専
門
職
員
が
入
っ
て
き
た
の

で
合
わ
せ
て
配
置
し
た
た
め
、

時
間
数
が
減
っ
た
。

コミュニティバス乗車券

会
場
借
上
料

　
　
　
　
　
　

１
５
２
万
円

　

確
定
申
告
受
付
時
に
三
密

を
防
ぐ
た
め
、
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
の
実
施
に
伴
う

借
上
料
を
計
上
す
る
も
の
。

議 

員

議 
員

議 

員

議 

員

議 

員

課  

長
課  

長

課  

長
課  

長
課  

長

回
実
施
し
た
が
、
効
果
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 2 年度

１
億
３
５
７
４
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

人
事
案
件
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
速
な
悪
化
に
対
し
地
方

財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書

（
全
員
一
致
採
択
）

（
関
係
機
関
に
送
付
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
中
で
、

地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が

た
く
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
子
育
て
、
防

災
・
減
災
、
地
方
創
生
、
地

域
経
済
活
性
化
、
雇
用
対
策

な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す

る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、

今
後
の
地
方
財
政
は
、
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

下
記
事
項
を
確
実
に
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

        

記

１
．
地
方
の
安
定
的
な
財
政

　

運
営
に
必
要
な
地
方
税
、

　

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財

　

源
総
額
を
確
保
・
充
実
す

　

る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時

　

財
政
対
策
債
が
累
積
す
る

　

こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
行

　

額
の
縮
減
に
努
め
る
と
と

　

も
に
、
償
還
財
源
を
確
保

　

す
る
こ
と
。

２
．
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　

は
、
引
き
続
き
財
源
保
障

　

機
能
と
財
源
調
整
機
能
が

　

適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

　

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

３
．
令
和
２
年
度
の
地
方
税

　

収
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ

　

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

　

ら
、
万
全
の
減
収
補
填
措

　

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

　

減
収
補
填
債
の
対
象
と
な

　

る
税
目
に
つ
い
て
も
、
地

　

方
消
費
税
を
含
め
弾
力
的

　

に
対
応
す
る
こ
と
。

４
．
財
源
の
偏
在
性
が
小
さ

　

く
、
税
収
が
安
定
的
な
地

　

方
税
体
系
の
構
築
に
努
め

　

る
と
と
も
に
、
国
税
・
地

　

方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い

　

て
は
、
積
極
的
な
整
理
合

　

理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡

　

充
・
継
続
に
あ
た
っ
て
は
、

　

有
効
性
・
緊
急
性
等
を
厳

　

格
に
判
断
す
る
こ
と
。

５
．
特
に
、
固
定
資
産
税
は
、

　

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な

　

基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の

　

根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し

　

は
、
家
屋
・
償
却
資
産
を

　

含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い

　

こ
と
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

　

経
済
対
策
と
し
て
講
じ
ら

　

れ
た
特
例
措
置
は
、
本
来

　

国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
対

　

応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

　

今
回
限
り
の
措
置
と
し
て
、

　

期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確

　

実
に
終
了
す
る
こ
と
。

町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
の
免
責
に
関
す
る
条
例

の
制
定

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

平
成
29
年
に
一
部
改
正
さ

れ
た
地
方
自
治
法
が
令
和
２

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
住
民
訴
訟
に
お

い
て
町
長
等
が
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

善
意
で
、
か
つ
、
重
大
な
過

失
が
な
い
と
き
に
限
り
、
職

責
に
応
じ
た
一
定
額
以
上
の

賠
償
が
免
除
で
き
る
よ
う
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
一
致
可
決
）

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

の
連
携
施
設
の
確
保
を
不
要

に
で
き
る
事
項
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、
身
体
、
精
神
又

は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
、

居
宅
訪
問
型
保
育
の
提
供
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
改
正
を
行

う
も
の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
一
致
可
決
）

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
特
定
地
域
型

保
育
に
お
け
る
連
携
施
設
の

確
保
を
不
要
に
で
き
る
事
項

を
追
加
す
る
改
正
を
行
う
も

の
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

（
全
員
一
致
可
決
）

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
は
、

中
核
市
の
長
が
行
う
研
修
を

修
了
し
た
者
で
も
従
事
で
き

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　

適
用
は
令
和
２
年
４
月
１

日
。

意 

見 

書

条
例
改
正

条
例
制
定

賛否が分かれた議案
（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

議席番号 １２３４５６７８９101112 13

会議名 萩
本
中
野
舛
添
萩
尾
二
村
加
藤

（
欠
番
）

田
代
仲
摩
濵
田
平
見
織
田
仲
野

９月
定例会

町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の制定について ○○○○○○／▲○○○○（
議
長
）

令和元年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○

令和元年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
 ※全員一致の議案は除いています。

議案名 議員名
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
６
回
目
の
補
正
予
算
は
、

１
億
３
６
０
８
万
円
を
増
額

し
、
予
算
規
模
は
１
０
２
億

９
５
０
０
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

【
主
な
も
の
】

高
齢
者
支
援
報
償
費

　
　
　
　
　

３
５
６
０
万
円

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
商

工
会
商
品
券
５
０
０
０
円
分

を
配
付
し
、
配
布
手
数
料
を

地
区
に
交
付
す
る
も
の
。

ひ
と
り
親
世
帯
支
援
給
付
金

　
　
　
　
　
　

２
６
７
万
円

　

国
の
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
」
は
、
第
１

子
は
５
万
円
、
第
２
子
以
降

小
中
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器

売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
全
員
一
致
可
決
）

　

小
中
学
校
児
童
生
徒
一
人

一
台
の
端
末
整
備
に
伴
い
、ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
た

め
の
機
器
を
調
達
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

４
１
６
６
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
麻
生
情
報
シ
ス

　

テ
ム
飯
塚
事
業
所

▽
納
期

　

令
和
２
年
12
月
末

小
中
学
校
児
童
生
徒
用
端
末

売
買
契
約
の
締
結

（
全
員
一
致
可
決
）

　

児
童
生
徒
用
端
末
を
１
０

６
２
台
購
入
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

４
７
６
７
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
麻
生
情
報
シ
ス

　

テ
ム
飯
塚
事
業
所

▽
納
期

　

令
和
２
年
12
月
25
日

専
決
第
11
号
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
一
致
承
認
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
世
帯
の
主
た

る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま

た
は
重じ
ゅ
う篤と
くな

傷
病
を
負
っ
た

世
帯
や
、
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
は
、
申
請
に

よ
っ
て
全
部
又
は
一
部
に
つ

い
て
減
免
す
る
も
の
。

は
１
人
３
万
円
給
付
の
た
め
、

町
が
２
万
円
上
乗
せ
し
第
２

子
以
降
も
１
人
に
つ
き
５
万

円
を
給
付
す
る
も
の
。（
た
だ

し
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
の
支
援
を
受
け

て
い
る
方
に
限
る
。）

備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

　

不
特
定
多
数
の
人
が
通
る

公
共
施
設
入
口
に
体
表
面
温

度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の

非
接
触
型
の
サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
等
を
購
入
す
る
も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
所
支
援
金

　
　
　
　
　

２
１
０
０
万
円

　

国
の
家
賃
支
援
給
付
金
の

対
象
と
な
る
事
業
者
に
福
岡

県
独
自
の
家
賃
軽
減
支
援
金

（
給
付
率
１
／
15
）
の
追
加

支
援
に
あ
わ
せ
て
、
町
独
自

に
給
付
率
の
か
さ
上
げ
（
給

付
率
１
／
15
）
を
実
施
し
、

事
業
者
の
負
担
を
２
割
ま
で

軽
減
す
る
も
の
。

臨
時
子
育
て
支
援
特
別
定
額

給
付
金

　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

　

特
別
定
額
給
付
金
が
給
付

さ
れ
な
い
４
月
28
日
か
ら
令

和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
で
、
出
生
日
か
ら

引
き
続
き
本
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
そ

の
保
護
者
に
対
し
現
金
10
万

円
を
給
付
す
る
も
の
。

地
区
公
民
館
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
費
補
助
金

　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

地
区
活
動
の
拠
点
や
災
害

時
の
避
難
場
所
と
な
る
町
内

25
カ
所
の
地
区
公
民
館
に
お

い
て
、
新
し
い
生
活
様
式
を

実
践
し
た
住
民
活
動
を
行
う

た
め
必
要
な
施
設
整
備
、
備

品
、
消
耗
品
、
防
災
資
機
材

整備予定のネットワーク機器

役場玄関に設置したサーマルカメラ

の
費
用
を
助
成
す
る
も
の
。

飲
食
店
応
援
マ
ッ
プ
作
成
業

務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
３
１
万
円

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の

飲
食
店
の
営
業
再
開
お
よ
び

客
足
の
回
復
に
向
け
て
、
飲

食
店
応
援
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

店
の
自
慢
の
料
理
や
コ
ロ
ナ

対
策
の
状
況
な
ど
を
掲
載
し
、

安
全
安
心
な
利
用
と
店
舗
の

魅
力
発
信
に
つ
な
げ
る
も
の
。

が
ん
ば
れ
学
生
！ 

お
ん
が

エ
ー
ル
便
給
付
費

　
　
　
　
　
　

４
１
６
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
不
安
を
抱
え

な
が
ら
、
日
々
の
生
活
や
勉

学
に
励
ん
で
い
る
本
町
出
身

の
高
校
生
（
町
外
へ
転
出
）

お
よ
び
大
学
生
等
を
応
援
す

る
た
め
、
本
町
の
特
産
品
（
夢

れ
ん
げ
・
赤
し
そ
ド
リ
ン
ク 

　
・
菜
種
油
等
）
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
オ
カ
ー
ド
、
町
長
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
も
の
。

８
臨 

時 

会

８
月
５
日
開
催

臨 

時 

会

８
月
５
日
開
催

契
　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

７
臨 

時 

会

７
月
　
日
開
催

臨 

時 

会

７
月
　
日
開
催

1515

令和 2 年度 
１
億
３
６
０
８
万
円
増
額

    
　
　
　（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

        

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

契
　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）



82020.11.10 遠賀議会だより No.160

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp

　

な
か
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
り

ま
せ
ん
。
早
く
ワ
ク
チ
ン
が

で
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
町
独
自

の
支
援
策
も
第
５
弾
に
も
な

り
ま
し
た
。
第
１
弾
の
い
ろ

ん
な
施
設
へ
の
給
付
金
や
マ

ス
ク
、
消
毒
液
の
配
布
に
始

ま
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
、
町
内
飲
食
店
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
事
業
、
65
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
の
商
品
券
の
配
布
、

高
齢
者
や
妊
婦
及
び
医
療
従

事
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
補
助
な
ど
、

い
ろ
ん
な
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら

な
い
ま
ま
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
た
と
し
て
も
、
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
英
知
を
結
集
し

て
乗
り
越
え
て
い
く
所
存
で

す
。

　
　
　
　
　
　

萩
尾　

修
身

 
 

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長

　
仲
野
　
新
三
郎

議
会
広
報

　
　
　
常
任
委
員
会

委
員
長

　

田
代
　
順
二

副
委
員
長

　
仲
摩
　
靖
浩

委
　
員

　
舛
添
　
博
孝

　
萩
尾
　
修
身

　
二
村
　
誠
司

　
平
見
　
光
司

次回の定例会は 12月です
詳しい日程は、11 月下旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（http://www.town.onga.lg.jp/）でお知らせします。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

　

議
場
と
第
一
、
第
二
委
員

会
室
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
の
前
に
、
議

場
と
第
一
委
員
会
室
、
第
二

委
員
会
室
に
、
そ
れ
ぞ
れ
卓

上
の
ア
ク
リ
ル
板
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
コ
ロ
ナ
関
連

対
策
費
と
し
て
、
令
和
２
年

７
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て

成
立
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る

中
、
議
員
や
職
員
の
感
染
拡

大
防
止
策
と
し
て
、
長
時
間

室
内
で
議
論
す
る
議
場
や
各

委
員
会
室
の
個
人
ス
ペ
ー
ス

を
ア
ク
リ
ル
板
で
隔
離
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

接
触
を
避
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
の
気
配
を

見
せ
な
い
中
、
私
た
ち
議
会

も
し
っ
か
り
と
感
染
拡
大
防

止
の
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、

個
人
と
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
を

「
持
ち
込
ま
な
い
」「
持
ち
出

さ
な
い
」
こ
と
に
最
大
限
の

注
意
を
払
っ
て
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

アクリル板が設置された議場

　
　【
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

常
任
・
議
会
運
営

委
員
長
、
副
委
員
長
研
修
会

　

令
和
２
年
８
月
21
日
、
福

岡
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
、
常
任
・
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
研

修
会
が
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
６
人
の
議
員
が
研

修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
長
期

化
す
る
中
、
感
染
拡
大
防
止

策
を
と
っ
て
、
講
師
席
に
は

ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
、
参
加

者
同
士
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分

に
確
保
し
て
の
研
修
で
し
た
。

　

研
修
は
、
元
全
国
都
道
府講師の内田一夫氏

県
議
会
議
長
会
の
事
務
局
次

長
の
内
田
一
夫
氏
を
講
師
に

「
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
諸
問

題
と
委
員
会
の
進
め
方
に
つ

い
て
」
と
い
う
題
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
住
民
代
表
機
関
と

し
て
の
機
能
を
住
民
か
ら
負

託
さ
れ
て
お
り
、
公
開
の
議

会
で
熟
議
し
て
議
決
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
議
会
が
短
縮

さ
れ
る
自
治
体
も
あ
る
中
、

あ
え
て
討
議
を
重
ね
「
予
算

措
置
は
的
確
か
」「
そ
の
効
果

は
ど
う
か
」「
今
後
必
要
な
施

策
は
何
か
」
を
討
議
す
る
時

間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
に
つ
い
て

は
「
本
会
議
の
下
級
審
査
機

関
で
あ
り
、
本
議
会
で
概
要

に
つ
い
て
審
議
し
た
も
の
を

委
員
会
で
詳
細
か
つ
十
分
な

審
査
を
行
う
」
と
い
う
役
割

が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
は
、
委
員
長
は
法
規  

 

・
先
例
・
会
議
運
営
の
諸
原

則
に
精
通
す
る
こ
と
、
中
立

性
と
指
導
性
を
兼
ね
備
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
予
定
さ
れ
て
い
た
一
般
質
問

は
、
台
風
10
号
の
対
策
の
た
め
、
質
問
予
定
議

員
に
了
承
の
上
中
止
し
ま
し
た
。

　
議
会
ニ
ュ
ー
ス


